
トーク＆8mm映像上映

聖火が栗東を走ったころ

9月22日（日）

14:00～16:30
会場:栗東歴史民俗博物館 研修室

〒520-3016 滋賀県栗東市小野223-8

TEL077-554-2733

FAX077-554-2755

http://www.city.ritto.lg.jp/hakubutsukan

E-mail:hakubutsukan@city.ritto.lg.jp
旧東海道をゆく聖火リレー（滋賀県内第20区　栗東市伊勢落）

令和元年度　栗東歴史民俗博物館行事予定

特集展示 平和のいしずえ 2019
７月27日（土）～9月1日（日）

小地域展 北中小路の歴史と文化
3月14日（土）～

児童・生徒の作品展

第25回 馬の絵作品展　　　　　　10月26日（土）～11月10日（日）

第50回 栗東市青少年美術展覧会　  1月31日（金）～2月2日（日）

第66回 滋賀県教育美術展　           2月5日（水）～2月19日（水）

えがかれた いのり-絵馬・額-
9月14日（土）～11月24日（日）

栗東歴史民俗博物館の“昔のくらし”（仮題）

12月7日（土）～3月1日（日）

《事業詳細・お申込み方法・お申込み先》

日　　程：2019年4/20  5/18  6/15  7/27  8/17  9/21  10/19  11/16  2020年3/21

時　　間：各階 10:00～14:00

場　　所：旧中島家住宅（栗東歴史民俗博物館敷地内／国の登録有形文化財）

　　　　  滋賀県栗東市小野223ｰ8　TEL077-554-2733／FAX077-554-2755

参  加  費:200円

定　　員：各回20名　※小学生以下は保護者同伴、申込み多数の場合は抽選で決定。

申込み先：栗東歴史民俗博物館に直接または電話（077-554-2733）にてお申込み下さい。

　　　　 ※申込み締め切りは各回の10日前まで

東京2020 参画プログラム

認証アクション（事業番号 X0368402）

栗東歴史民俗博物館

～明治時代初期の民家のかまどで、ごはんと味噌汁を炊いて食べてみませんか～

旧中島家住宅  かまどめしを炊こう!!

つっやつや☆ほっかほか☆のかまどめしを食べましょう!

薪を割って! かまどの火を
炊いて!

お先に
頂いてます!



草津駅前を通過した聖火は国道1号へ入り、

小柿交差点の中継ポイントから栗東区間へ、

上鈎から旧東海道に入った聖火は

伊勢落を経て石部へと送られた

栗東を走った聖火と92人のランナーたち

栗東中学校から選抜された男子40名、女子40名の滋賀県内第17区から第20区（栗東区間）の随走者

※写真は一部加工しています。

旧東海道をゆく聖火リレー（滋賀県内第19区　栗東市六地蔵）

栗東に設定された4つのリレー区間、この区間では計92人の聖火ランナーたちが走りました。1つの区間を走る聖火リ

レー隊は、聖火を掲げて走る正走者1名、その後ろに予備のトーチを持つ副走者2名、その後ろに20名の随走者の合計23

名で構成されていました。正走者は県下から運動に秀でた高校生を中心とした若者が、副走者はリレー区間の近隣から同

じく運動に秀でた高校生が、随走者は地元、栗東中学校から選ばれた生徒たちが担いました。

沿道から向けられた視線、関係する人々の期待を一身に背負って、彼らは聖火を繋いだのでした。

ご存じですか？
栗東で聖火リレーがあったこと
ご存じですか？55年前の東京オリンピックの際、聖火リレーが栗東を走ったこと。

前回の東京オリンピックでも、アメリカ統治下にあった沖縄を含む全都道府県をくまなく通過する聖火リレーが行われ、

滋賀県にもそのルートが設定されました。栗東は滋賀県内を通過する全60.5㎞（＊）の行程のうち6.5㎞が設定され、市域

の4区間で聖火がリレーされました。

＊朝日新聞滋賀版　昭和39年（1964年）9月28日付　記事による

青年たちが繋いだ聖火

会場／栗東歴史民俗博物館 研修室

講演／「聖火が栗東を走ったころ
　　　　～1964年の東京オリンピック聖火リレー～」

8㎜映像上映　滋賀県内第20区（伊勢落～石部）中継ポイント

トークタイム 聖火が栗東を走ったころ

滋賀県栗東市小野223-8
TEL 077-554-2733／FAX 077-554-2755

講師：大西 稔子（当館学芸員）

おはなし：1964年の聖火ランナーのみなさん
司　　会：中野 栄美子さん

9月22日
（日）

トーク＆8㎜映像上映

聖火が栗東を走ったころ
入場：無料　　定員：80名（申込不要）

14:00～16:30
このイベントでは1964年の東京オリンピックで栗東を通過した聖火リレーについて、多くの写真や当

時珍しかったカラー8㎜映像などで振り返ります。

また当時走った92人の聖火ランナーから10名の方に、走行された当時の様子や、練習段階や本番での

知られざる秘話などお話ししていただきます。

前回1964年の東京オリンピックの聖火ランナーは、16歳から20歳までの青年から選ばれました。（＊）

東京オリンピックは、日本が太平洋戦争の敗戦から立ち直り、世界的なスポーツの祭典という舞台で国際社会に復帰して

いこうとする象徴的な出来事でした。

青年たちによる聖火リレーには、民主国家として生まれ変わった日本を担っていく若者に聖火を繋がせたい、という大会

組織委員会、いわば大人たちの願いが託されていたのです。

＊正走者1名、副走者2名、随走者20名で構成される聖火リレー隊のうち随走者については中学生から選ぶことが許されていました。

滋賀県内第16区（右）から第17区（左）へ聖火リレーの様子

（滋賀県内第17区中継地点）

聖火リレー参加記念品

（滋賀県内第20区

　　　　　副走者所有）

聖火リレートーチ

（滋賀県内第17区

        正走者所有）

聖火リレー走者男子用ユニフォーム

（滋賀県内第17区　随走者所有）


